
特集 「まくべつパークゴルフ物語」より

昭和58年、当時幕別町教育委員会教育部長であったときに、鳥取県の泊村で考案され
たグラウンドゴルフをヒントに発案。
きっかけはグラウンドゴルフのスティックと木のボールだった。
夢中で公園に穴を掘り、カップに見立てた塩ビ管をうめていった。
こうしてできたのが最初のパークゴルフ場「つつじコース」である。
公園で遊ぶゴルフだから、パークゴルフ‥シンプルだが分かりやすく親しみやすい。

プレー方法やルールもなるべく簡潔で分かりやすくして、誰もが気軽に楽しく遊べるよう
にした。

幕別町で生まれたパークゴルフは、子供からお年寄りまで幅広い年代で楽しめるコミュ
ニティスポーツに成長。
生涯スポーツとしても高評価を得ている。
今や愛好者が全国で130万人を超え、全国のパークゴルフ場で日々楽しまれている。


